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　２月18日に神戸市会本会議がひらかれました。日本共
産党神戸市会議員団の森本真議員が議案質疑に登壇し、
今議会に提案された議案のうち、下記の項目に対して質
疑しました。

　神戸市は、この度総額630
億6000万円の補正予算を提案
しましたが、物価高騰等の影
響を受ける市民・市内事業者
の支援を着実にすすめるとう
たいながら、市民への支援は
わずか１億3800万円だけで
す。森本議員は、市内事業者
への支援も昨年度からの継続

的な内容が多く、本来の補正
予算のあり方から考えても、
物価高騰で苦しんでいる多く
の市民・事業者に対して、内
容・金額的にも不十分だと指
摘。物価高騰で苦しむ市民や
市内事業者の皆さんへの支援
策を市独自で講じるべきと求
めました。

　森本議員：昨年からの水道
料金と市バス料金の値上げ
は、神戸市自身が物価高騰を
つくり上げているものだ。国
の（重点支援地方）交付金は

市民を助けるものであればど
んなメニューでもよいとされ
ている。水道料金の値下げな
ど市民が喜ぶ政策を考えるべ
きではないか。
　今西副市長：水道料金を減

免した場合、１か月で約30億
円の財源が必要になり、減免
額は１か月で約2000円とな
る。政策の効果としてはあま
り大きくない。
　森本議員：効果があるかな
いかではない。神戸市が市民
や市内事業者の皆さんを助け
るために頑張っているという
ことを明らかにすべきだ。
　久元市長：費用対効果とし
ては大変薄いので、おこなう
つもりはない。
　森本議員：市民に大きな負
担を背負わせたのは神戸市
だ。岩手県では中小企業の賃

上げに交付金が使われた。市
長も賃上げが必要と言ってい
るなら神戸市でも考えてはど
うか。
　今西副市長：市内中小企業
には設備に対する助成などを
おこなっている。
　森本議員：物価高騰に対し
ての賃上げは、実質の経済を
立て直すためにも必要だ。今
回の補正予算の中でも不要不
急なものも多くある。市独自
で物価高騰で苦しむ市民や市
内事業者の皆さんへの支援策
をつくるべきだ。

　神戸市は、物価高騰・資材
費高騰などに対応するとし
て、大阪湾岸道路の延伸、バ
スターミナルビル（雲井通５
丁目市街地再開発事業）、市
庁舎２号館再整備事業には、
事業費を大幅に増やしていま
す。一方で、西市民病院は、
施設の老朽化や狭あい化によ
る今後の医療需要への対応
と、新興感染症や災害などの
機能確保に課題があるとし
て、JR新長田駅前に移転・
新築する計画をすすめていま

したが、事業費340億円がお
よそ２倍になることと、2024
年度の公告で応札事業者が見
込めないことを理由に、２年
半も入札と着工を延期すると
しています。森本議員は、市
民の命を守る市民病院の待っ
たなしの課題を２年半も先延
ばしにするべきではないと質
し、市民の医療に直結する西
市民病院の移転・改築を遅滞
なく開設するよう求めまし
た。

　森本議員：７社の事業者に
状況を聞いたとしているが、
病院建設をしている企業は20
社ほどある。
　小原副市長：西市民病院の
300床を超える規模の建設実
績を有するのがこの７社だ。
　森本議員：事業費が今で倍
の計算だ。ベッド当たりの面
積や職員の休憩所を減らした
りと、働く環境や患者さんの
利便性を削除している。２年
半後の入札でこの金額は抑え
られるのか。
　小原副市長：開院を延期し
たことで、さらに事業費が高
騰する可能性は否定できな
い。事業全体を改めて精査し
約83億円の減額を見込んだ。

　森本議員：応札がないとい
う想定での延期だが、もう一
度入札したらよいのではない
か。
　久元市長：資材の高騰は神
戸市だけではない。事業を見
直さないといけないことは各
地で起きている。応札の見込
みがないのに入札することは
意味が無いとは言わないが、
職員に大きな負担を課すこと
になる。私は無理強いしたく
ない。
　森本議員：職員の皆さんは
これまで応札に向けて準備し
てきた。老朽化・狭あい化で
今後の医療需要に対して今の
ままではだめだという状況が
わかってからもう随分経って
いる。早くすすめるべきだ。

質疑
項目

１．補正予算編成の考え方について 
２．西市民病院の再整備について
３．芦屋市の可燃ゴミ処理委託について
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“費用対効果”“費用対効果”ではなく、ではなく、物価高騰物価高騰でで苦しむ苦しむ
全て全てのの市民市民のためにのために独自支援策独自支援策をを
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市民市民のの命守るために命守るために
先延ばしにせず一日先延ばしにせず一日でもでも早く開設早く開設をを

西市民病院移転新築計画西市民病院移転新築計画



ご視聴ください

赤田かつのり議員が総括質疑

　今西副市長：環境省は、施
設整備費や維持管理費などを
削減しつつ、売電による収入
確保など、財政的な効果が期
待できるとしている。芦屋市
の可燃ゴミの受け入れに必要
な維持管理コストは、受け入
れ量に応じて委託料として負
担を求める。また、本市の焼

却施設の建て替えや、大規模
改修をおこなう際には、委託
料とは別に芦屋市の焼却量に
応じて負担金を求めるので、
本市としてコストが増えるも
のではない。
　森本議員：今大事なのはス
ケールメリットより、３Ｒ（リ
デュース・リユース・リサイ
クル）だ。ある環境大臣は、

「燃やすことが前提ではな
く、リサイクルと分別回収を
やる方がCO２削減効果が３
倍ある。最終的に３Rの順番
でおこなった上でなお難しい
場合が熱回収だ」と答弁して
いる。今回の計画はこれに当
てはまらない。
　今西副市長：３Ｒが大事だ
という認識は同じだ。ゴミを
減量化して最後に残ったもの
は焼却し、その熱を電力に変
えて有効に活用する。
　森本議員：芦屋市は包装容
器プラスチックの分別をして
いない。芦屋のゴミは芦屋で
考えるべきだ。
　今西副市長：芦屋市でもプ
ラスチックの分別回収を実施
する方針はもう既に決定して
いる。
　森本議員：国では2020年度
の１人１日当たりの平均排出
ゴミの量を2030年に16％削減
するか580g以下にしないと、
クリーンセンターの建設や運

営などの交付金を減らすとし
ている。神戸市は３年間で
20gしか減っていない。削減
が達成できなければ今後の焼
却設備をどうするのかという
問題が出てくるのではない
か。
　今西副市長：芦屋市と神戸
市の１人１日当たりのゴミの
量はほぼ同じだ。国からの施
設整備の補助金に制限がかか
るようなことにならないよう
にゴミの減量化に積極的に取
り組みたい。
　森本議員：元々大きな焼却
炉をつくりすぎたことが大き
な問題だ。自治体と住民の皆
さんが協力して、ゴミの減量
資源化をすすめれば、焼却炉
の建設や運営コストなどを大
幅に削減することができる。
そのお金を市民の福祉や教
育、文化など住民の生活向上
のために使うべきだ。

３月13日（木）13時50分頃から日時 市議会本会議場場所

　神戸市は、ゴミ処理の広域
化として、芦屋市の可燃ゴミ
を神戸市で焼却する計画をす
すめています。当然神戸市で
処理する可燃ゴミの総量や処
理施設の稼働頻度は増加しま
す。神戸市は地球環境を守る
ためにゴミの減量や再資源化

をすすめ、CO２の削減や今
後の焼却施設や運営費など大
幅な削減を目標に取り組んで
います。森本議員は、焼却能
力があるからとゴミ焼却中心
主義を推しすすめることは、
減量化と全く逆の取り組みだ
と質しました。

　久元喜造市長が発表した2025年度神戸市予算案は、都心・ウォーターフロント再開発や大型道路建設など、大企業には大盤振る
舞いの「放漫財政」です。その一方、市民には「緊縮財政」を押し付け、「受益者負担」で超過課税や市民サービスの切り捨てを
すすめ、物価高騰が直撃するくらしや中小業者への支援には背を向けています。
　いま神戸市政に求められているのは、古い自民党政治への追随ではなく防波堤となって、物価高騰から市民のくらしと営業を守
り、賃上げや市民負担の軽減など「住民福祉の増進」に力を尽くすことです。
　日本共産党神戸市会議員団は、予算の抜本的組み替えを求めて、全力で頑張る決意です。

日本共産党神戸市会議員団は２月13日に予算懇談会を開催しました。
約40人の方々が参加し、様々な意見や要望が述べられました。
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◦�「神戸市が自衛隊に18歳と22歳の電磁データを提供してい
るのは、個人の尊重を規定した憲法13条に違反している。
自衛隊との連携をやめさせるべき」
◦�「学級担任の未配置が増えている。教育予算を増やし、人
的保障をしてほしい」
◦�「障がい者施設を運営しているがバリアフリーではない。
新しい施設を計画しているが資材高騰している。市民を守
るための事業だから支援をしてほしい」
◦�「DV被害者のシェルターや母子寮などバリアフリーでは

ない。居室が狭いうえに高校生から２・３歳の子どもまで
いることもあり、住環境が悪いため改善してほしい」
� 等々

委員会の進行状況によって時間が
大きく前後する可能性があります
のでご留意ください。

ご視聴はこちらから

ゴミゴミのの減量化最優先減量化最優先し、し、
焼却中心主義焼却中心主義からから脱却脱却をを

ゴミ処理の広域化ゴミ処理の広域化

市政市政ののゆがみただし、ゆがみただし、
市民市民ののくらし支える施策にこそ予算くらし支える施策にこそ予算をを

日本共産党神戸市会議員団が予算懇談会


